
幸R

文

日
本
に
於
げ
る
地
震
波
動
の
偉
播
に
就
て図

戸
ロ
回

信

本
年
三
月
披
の
気
象
集
誌
々
上
に
於
℃
著
者
は
日
本
に
於
け
る
地
震
波
の
俸
搭
速
度
が
、
日
本
の
島
孤
に
沿
へ
る
方
向

左
其
れ
に
直
角
な
方
法
ど
に
於
て
異
な
る
事
を
遮
ぺ
化
。
此
の
事
賞
は
我
園
に
昨
年
中
起
ワ
化
地
震
・
明
、
震
央
地
附
廷
に

於
て
張
震
に
属
す
る
地
震
に
就
て
其
の
等
後
震
時
線
を
書
い
て
見
た
所
其
れ
が
闘
中
賀
線
に
で
示
す
如
く
略
本
邦
の
島
孤

代
直
角
な
方
向
に
共
の
長
軸
を
有
す
る
如
き
，
一
一
組
の
同
心
陪
固
に
て
表
は

3
れ
る
事
と
等
初
期
微
動
繕
緩
時
間
線
が
島
弧

民
沿
ふ
た
方
向
に
長
軸
を
有
す
る
同
心
陪
園
の
一
組
に
て
表
は

3
る
、
事
か
ら
錫
納
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
℃
更
に
主
要

動
の
後
現
時
刻
の
等
し

3
駄
を
結
ぶ
線
を
引
く
さ
之
れ
は
一
組
の
同
心
固
と
な
っ
て
現
は
れ
た
事
か
ら
跨
納
す
る
と
表
面

波
は
震
央
か
ら
凡
て
の
方
向
に
二
殺
な
速
度
て
停
r

搭
す
る
事
を
知
っ
た
。
故
に
等
後
震
時
線
に
依
っ
て
現
は
さ
れ
た
一
組

の
惰
国
の
長
軸
M
A
短
軸
は
其
等
の
方
向
に
停
携
す
る
地
震
縦
波
の
見
掛
け
の
速
3
を
奥
へ
る
事
に
な
る
故
其
れ
か
ら
此
の

爾
方
向
の
縦
波
の
速
度
を
計
算
す
る
事
が
出
来
る
。
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前
述
し
た
気
象
集
誌
に
載
せ
た
論
文
中
に
は
只
此
の
速
度
を
一
一
、
三
の
地
震
の
等
後
震
時
線
か
ら
大
践
の
測
定
を
し
℃

出
し
た
数
値
を
載
せ
て
置
い
た
の
で
今
回
は
其
の
方
法
と
材
料
を
昨
年
中
に
起
っ
た
地
震
中
次
の
五
個
の
も
の
に
就
て
測

っ
た
も
の
を
載
せ
て
見
る
。
叉
等
後
.
震
時
線
は
各
十
秒
毎
に
引
い
℃
あ
る
の
ぐ
其
の
問
の
距
際
を
十
秒
て
割
っ
た
も
の
は

縦
波
の
見
掛
け
の
速
度
を
奥
へ
る
事
に
な
る
。
故
に
沼
地
h
v

震
に
℃
縦
波
速
度
の
賃
際
の
値
に
近
似
な
も
の
を
出
す
た
め

に
は
震
源
の
深
さ
を
是
非
共
仮
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
著
者
は
グ

1
-プ
ン
。
へ

Y

ヒ
の
設
に
従
て
卒
均
の
震
源
の
深
さ

を
四
十
粁

t
限
定
し
て
各
十
秒
毎
の
等
後
震
線
が
陥
閣
の
長
軸
及
短
軸
と
交
る
結
か
ら
震
源
迄
の
距
離
を
方
眼
紙
上
か
ら

求
め
た
。
此
の
時
震
波
は
直
線
吠
に
進
む
も
の
と
じ
て
考
へ
℃
あ
る
。
斯
し
て
求
め
た
震
源
距
離
の
相
隣
れ
る
等
後
震
時

線
に
相
営
す
る
も
の
》
差
を
求
め
て
之
れ
を
十
秒
て
割
れ
ば
其
れ
が
求
な
る
縦
波
の
一
速
度
さ
な
る
。

(
震
源
距
離
は
等
愛
震
時
線
と
惰
闘
の
長
軸
(
或
は
短
軸
)
と
の
交
貼
よ
り
震
源
迄
の
距
離
〉
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盟

57 10 422 118 246 

20 540 9.9 4.7 

大正十三年八月六日二十二時十四分鹿島難地震

14分 40秒 82粁 108粁 粁/秒 56粁 51粁 粁/秒

50 190 103 107 55 

15分 。。 293 115 162 50 

10 418 95 10.5 212 5.2 

20 513 

大正十二年八月十二日三時十九分紀伊地震

19分 10秒 91粁 111粁 粁/秒 64粁 46粁 粁/秒

20 202 106 110 54 

30 308 10.9 164 5.0 

大正十三年八月十五日一時二分鹿島灘地震

2分 50秒 81粁 91粁 粁/秒 45粁 67粁 粁/秒

3 。。 162 81 112 61 

10 230 63 173 60 

20 293 89 233 67 

30 382 8.1 300 6.4 

一一一
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如
斯
く
し
℃
日
本
の
島
弧
に
直
角
な
方
向
に
は
毎
秒
九
，
九
粁
、
卒
行
な
る
方
向
に
は
五
・
七
粁
の
速
度
を
以
て
進
む

縦
波
の
速
度
を
得
る
。
此
の
佐
は
前
聞
の
も
の
と
僅
少
の
差
が
あ
る
が
之
れ
は
前
回
の
が
材
料
僅
少
に
蹄
因
す
る
の
で
あ

る
。
向
日
下
多
数
の
地
震
に
就
て
計
算
中
で
あ
る
故
近
く
倫
々
正
確
な
値
を
後
表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

又
一
つ
一
つ
の
地
震
に
就
て
得
た
縦
波
速
度
の
卒
均
値
の
聞
記
も
多
少
の
差
違
が
あ
る
が
之
れ
は
震
源
の
深
さ
及
び
地

震
の
強
さ
に
依
っ
て
縦
波
の
速
度
が
多
少
山
硬
化
す
る
も
の
で
あ
る
事
か
ら
説
明
出
来
ゃ
う
。

更
に
初
期
微
動
鍛
綬
時
間
の
相
等
し

3
結
を
連
ね
た
線
即
ち
等
P

L
線
を
関
東
卒
野
に
起
る
地
震
に
就
て
、
銚
子
、
水

戸
、
熊
谷
、
前
橋
、
筑
波
山
、
東
京
、
沼
津
、
布
良
等
の
材
料
に
依
つ
℃
引
い
て
見
る
と
滋
に
も
共
の
線
が
降
固
に
な
る

事
震
を
殺
見
し
だ
。
然
し
猶
材
料
が
不
充
分
で
あ
る
た
め
に
近
く
纏
め
た
上
で
後
表
し
た
い
考
へ
を
持
っ
て
居
る
。

次
に
佐
一
守
政
掠
震
時
総
の
作
る
陪
闘
の
中
心
と
等
P

L
線
の
陪
国
の
中
心
さ
が
一
致
せ
ゴ
る
事
が
殆
ん
と
凡
て
の
場
A
n
に
起

五
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っ
て
居
る
。
閏
に
示
し
た
昨
年
一
月
十
五
日
の
地
震
に
就
て
見
て
も
前
者
は
相
模
慢
の
沿
岸
近
く
に
あ
る
に
反
し
後
者
は
、

相
模
中
部
に
あ
る
。
之
れ
な
い
と
も
面
白
い
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。

制
等
後
震
線
の
示
す
降
圏
一
性
は
大
陸
の
ス
ト
V

ツ
ス
に
依
る
雨
方
向
の
地
質
の
根
本
的
差
遣
に
依
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い

か
と
考
へ
℃
見
た
が
震
波
が
弾
性
の
更
に
大
な
る
地
質
に
遭
遇

L
て
屈
折
す
る
結
果
と
考
へ
で
も
或
は
同
じ
結
果
を
得
る

か
も
知
れ
な
い
。

最
後
に
等
援
震
線
の
海
上
の
部
分
は
材
料
不
足
の
篤
め
充
分
な
形
を
得
ら
れ
な
い
故
正
確
な
も
の
で
な
い
事
を
附
記
す

る

近
地
地
震
に
於
げ
る
一
初
動
の
射
出
角

石

地
震
波
の
初
動
が
地
表
に
山
で
L
京
市
る
角
度
が
寅
際
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
叉
そ
れ
等
と
震
源
の
深
さ
や
、
震
源

昨
年
六
月
か
ら

)11 

1=2 
I珂

見

の
位
置
と
は
何
等
か
の
関
係
を
有
す
可

3
も
の
な
る
哉
等
は
以
前
か
ら
多
少
の
疑
問
と
な
っ
て
ゐ
た
。

中
央
気
象
墓
に
於
で
も
「
ク
キ

1
へ
Y

ト
」
氏
上
下
動
地
震
計
を
も
据
へ
付
け
ら
れ
た
の
で
今
後
は
、
乙
れ
等
の
問
題
に

就
い
て
更
に
豊
な
る
観
測
材
料
を
得
る
こ
と
に
よ

b
て
確
貨
な
る
結
論
に
達
し
得
ら
る
L
乙
と
、
信
ず
る
。
今
十
訟
に
は
昨

年
六
月
よ

b
本
年
一
月
迄
の
八
ヶ
月
間
に
殺
現
せ
し
地
震
の
内
、
そ
の
初
動
の
明
瞭
な
る
も
の
四
十
一
聞
を
観
測
し
た
の




